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（
同
伴
２
人
ま
で
連
記
可
）、
申

込
者
全
員
の
郵
便
番
号
、
住
所
、

電
話
番
号
（
お
持
ち
の
方
は
携
帯

電
話
）、
午
前・午
後
の
希
望
を
記

入
の
上
、
〒
２
０
３
儿
０
０
２
３
、

南
沢
１
ノ
５
ノ　
ノ
０
０
２
、
武

１３

石
百
合
子
宛
て
郵
送
ま
た
は
電
子

m
izu.keikan@

gm
ai

メ
ー
ル
（            
  
   

l.com

     
）
で
送
信
を
。

　
詳
し
く
は
東
久
留
米
の
水
と
景

観
を
守
る
会
・
武
石
☎
４
７
２
・

０
３
４
２
へ
。

「
村
野
家
住
宅
」

特

別

見

学

会

（
東
京
文
化
財
ウ
イ
ー
ク

2
0
1
8
企
画
事
業
）

　
【
日
時
】
①　
月
７
日
（
水
）、

１１

②　
月　
日
（
祝
）
の
い
ず
れ
も

１１

２３

午
前　
時
か
ら
と
午
後
１
時
か
ら

１０

の
各
日
２
回

　
【
集
合
場
所
】「
村
野
家
住
宅
」

前
（
柳
窪
４
ノ　
ノ　
、
西
武
バ

１５

４１

ス
「
柳
窪
一
丁
目
」
バ
ス
停
か
ら

徒
歩　

分
。
途
中
案
内
標
識
あ

１１

り
）
　
【
定
員
】
各
回
先
着　
人
５０

　
【
参
加
費
】
５
０
０
円
（
資
料
・

　
市
内
で
唯
一
の 
茅
葺 民
家
「
村

か
や
ぶ
き

野
家
住
宅
」
を
特
別
公
開
し
ま
す
。

「
村
野
家
住
宅
」
は
、
江
戸
時
代

か
ら
明
治
期
に
か
け
て
の
景
観
が

残
る
柳
窪
に
あ
り
、
平
成　
年
に
、

２３

 
主
屋 ・離
れ・土
蔵
３
棟・ 薬
医
門 ・

し
ゅ
お
く 

や
く
い
も
ん

 
中
雀
門 の
７
件
が
国
の
登
録
有

ち
ゅ
う
じ
ゃ
く
も
ん

形
文
化
財
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
同
住
宅
は
個
人
住
宅
で
あ
る
た

め
普
段
は
見
学
が
で
き
ま
せ
ん
が
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
顧
想
園
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
が
主
催
し
、
市
教
育
委
員

会
が
協
力
し
て
特
別
見
学
会
を
行

い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
郷
土
資
料
室
☎
４
７

２
・
０
０
５
１
ま
た
は
主
催
者
へ
。

柳
窪
見
学
会
２
０
１
８
秋

　
主
催
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
東
久
留

米
の
水
と
景
観
を
守
る
会
」、「
柳

窪
の
環
境
・
景
観
の
保
全
を
考
え

る
会
」。

　
【
日
時
】
９
月　
日
（
日
）
午
前

３０

　
時
か
ら
と
午
後
１
時
か
ら
の
２

１０回
（
約
２
時
間
半
）

　
【
集
合
場
所
】西
武
バ
ス「
柳
窪

一
丁
目
」
バ
ス
停
（
武　
系
統
東

２１

久
留
米
駅
発
〈
錦
城
高
校
経
由
〉

武
蔵
小
金
井
駅
行
き
）
か
ら
南
へ

　
㍍
先
の
四
つ
角
・
コ
ン
ビ
ニ
エ

８０ン
ス
ス
ト
ア
前

　
【
内
容
】黒
目
川
源
流
域
の
遊
歩

道
を
巡
り
、
村
野
家
を
含
め
た
柳

窪
旧
集
落
の
古
民
家
５
軒
を
見
学

し
ま
す
。
午
前
の
部
は
集
落
巡
り
。

途
中
で
柳
窪 
囃
子 
の 
山
車 
巡
行
と

ば
や
し 

だ
し

出
会
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
午

後
の
部
は
天
神
社
で
柳
窪
囃
子
を

鑑
賞
し
ま
す

　
【
定
員
】各
回　
人（
応
募
者
多

３０

数
の
場
合
は
抽
選
）

　
【
参
加
費
】
６
０
０
円
（
資
料
・

保
険
代
な
ど
）

　
申
し
込
み
は
９
月　
日
（
木
）

２０

ま
で
に（
必
着
）、は
が
き
に
氏
名

▶
「
離
れ
」

茶
菓
代
、
維
持
協
力
費
）

　
申
し
込
み
は
①
が　

月　

日

１０

２９

（
月
）、
②
が　
月　
日
（
水
）
ま

１１

１４

で
に（
い
ず
れ
も
必
着
）、往
復
は

が
き
に
参
加
希
望
日
と
午
前
・
午

後
の
希
望
、
氏
名
（
同
伴
２
人
ま

で
連
記
可
）、
住
所
、
電
話
番
号
、

返
信
用
に
宛
名
を
記
入
の
上
、
〒

１
８
７
儿
０
０
４
１
、
小
平
市
美

園
町
１
ノ
６
ノ
１
ノ
２
０
７
、
株

式
会
社 
兼
七 内
「
村
野
家
住
宅
特

か
ね
し
ち

別
見
学
会
係
」
宛
て
郵
送
を
。

　
詳
し
く
は
株
式
会
社 
兼
七 ☎

か
ね
し
ち

０
４
２
・
３
４
４
・
６
７
３
５
へ
。

　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
９

月　
日
（
金
）
～　
日
（
日
）
の

２１

３０

　

日
間
、「
世
界
一
の
交
通
安
全

１０都
市
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
を
目
指
し
て
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
は
、
①
子
ど
も
と
高
齢
者

の
安
全
な
通
行
の
確
保
と
高
齢
運

転
者
の
交
通
事
故
防
止
②
夕
暮
れ

時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗

用
中
の
交
通
事
故
防
止
③
す
べ
て

の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の

徹
底
④
飲
酒
運
転
の
根
絶
⑤
二
輪

車
の
交
通
事
故
防
止
の
５
点
を
重

点
に
運
動
を
推
進
し
ま
す
。

　
市
内
で
も
期
間
中
は
、
東
久
留

米
市
交
通
安
全
協
会
を
中
心
に
交

差
点
で
の
安
全
指
導
を
行
い
ま
す
。

９
月　

日
は「
交
通
事
故
死

３０

ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」で
す

　
記
録
の
残
る
昭
和　
年
以
降
、

４３

国
内
で
交
通
事
故
に
よ
る
犠
牲
者

が
無
い
日
は
１
日
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
交
通
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
は
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
交

通
マ
ナ
ー
を
実
践
す
る
こ
と
が
不

可
欠
で
す
。
今
後
も
一
人
ひ
と
り

が
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
を

持
っ
て
、
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目

指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
出
動
式
を
行
い
ま
す

　
市
と
田
無
警
察
署
に
よ
る
秋
の

全
国
交
通
安
全
運
動
に
向
け
た
出

動
式
を
市
内
で
行
い
ま
す
。
出
動

式
で
は
、
交
通
安
全
宣
言
、
白
バ

イ
や
パ
ト
カ
ー
な
ど
に
よ
る
パ

レ
ー
ド
を
行
い
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
交

通
安
全
の
啓
発
品
や
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
な
ど
も
配
布
し
ま
す
。

　
【
日
時
】
９
月　
日
（
木
）
午
後

２０

２
時
か
ら　
分
程
度

３０

　
【
会
場
】
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル

運
転
者
講
習
会
を

開

催

し

ま

す

　
【
日
時
】
９
月　
日
（
水
）
午
後

２６

６
時
半
～
８
時

　
【
会
場
】生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
集

会
学
習
室
１
・
２

　
【
内
容
】田
無
警
察
署
員
に
よ
る

講
話
、
交
通
安
全
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映

　
【
そ
の
他
】事
前
申
し
込
み
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
駐
車
場
に
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ

け
公
共
交
通
機
関
な
ど
で
ご
来
場

く
だ
さ
い
。
運
転
者
講
習
カ
ー
ド

を
お
持
ち
の
方
は
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　
詳
し
く
は
田
無
警
察
署
☎
４
６

７
・
０
１
１
０
ま
た
は
市
道
路
計

画
課
道
路
交
通
計
画
係
☎
４
７

０
・
７
７
６
８
へ
。

野草園（浅間町２-６）案内図

　
野
草
に
詳
し
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
オ
ギ
・
ス
ス
キ
・
セ
イ
バ
ン
モ

ロ
コ
シ
の
生
育
す
る
場
所
の
違
い
、

花
の
様
子
な
ど
を
実
際
に
比
べ
て

紹
介
し
ま
す
。
秋
の
散
策
が
よ
り

楽
し
く
な
り
ま
す
。

　
【
日
時
】　

月　
日
（
日
）
午
前

１０

１４

　
時
か
ら（
雨
天
の
場
合
は　
日
）

１０

２１

  
【
会
場
】
野
草
園
（
左
図
参
照
）

　
【
参
加
費
】
無
料

　
【
持
ち
物
】
筆
記
用
具

　
当
日
直
接
会
場
へ
。

　
詳
し
く
は
市
文
化
協
会
☎
４
７

７
・
４
７
０
０
へ
。

　
　
月　
日
か
ら　
日
間
実
施
さ

１０

１１

１０

れ
る
「
全
国
地
域
安
全
運
動
」
の

一
環
と
し
て
、「
市
民
の
つ
ど
い
」

を
今
年
は
西
東
京
市
で
開
催
し
ま

す
。
　
こ
の
運
動
は
、
手
口
の
多
様
化

や
巧
妙
化
に
よ
り
被
害
に
遭
う
高

齢
者
が
後
を
絶
た
な
い
「
振
り
込

め
詐
欺
」
な
ど
、
市
民
の
身
近
で

発
生
し
て
い
る
被
害
を
防
止
す
る

こ
と
を
重
点
に
、「
守
ろ
う
よ　

わ
た
し
の
好
き
な　
街
だ
か
ら
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
て
、
安
全

で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
的
と

し
て
行
う
も
の
で
す
。

　
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
　
主
催
は
田
無
警
察
署
、
田
無
地

区
防
犯
協
会
連
合
会
、
田
無
母
の

会
。
　
【
日
時
】　

月
４
日
（
木
）
午
後

１０

１
時
か
ら

　
【
会
場
】保
谷
こ
も
れ
び
ホ
ー
ル

小
ホ
ー
ル
（
西
東
京
市
中
町
１
ノ

５
ノ
１
）

　
【
内
容
】
式
典
＝
「
安
全・安
心

街
づ
く
り
宣
言
」
な
ど
▼
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
＝
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ 
千  
虎 
に
よ

せ
ん と
ら

る「
狂
言
」、東
京
都
青
少
年
治
安

対
策
本
部
に
よ
る
「
特
殊
詐
欺
被

害
防
止
講
演
」

　
【
参
加
費
】
無
料

　
当
日
直
接
会
場
へ
。

　
 
詳
し
く
は
田
無
警
察
署
生
活

安
全
課
防
犯
係
☎
４
６
７
・
０
１

１
０
（
内
線
２
６
１
２
・
２
６
１

３
）
へ
。

Ｌ
Ａ
Ｎ
サ
ー
ビ
ス
「Higashikuru

meFreeW
i-Fi

」を
提
供
し
て
い

フ
リ
ー 
ワ
イ
フ
ァ
イ

ま
す
。
３
月
か
ら
、
市
内
の
２
事

業
者
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
ア

ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
が
２
カ
所
増
え

ま
し
た
。
誰
で
も
簡
単
に
利
用
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
【
利
用
可
能
場
所
】東
久
留
米
駅

富
士
見
テ
ラ
ス
▼
西
部
・
南
部
・

　
市
で
は
、
市
内
観
光
の
出
発
地

点
と
な
る
東
久
留
米
駅
前
の
観
光

環
境
・
利
便
性
の
向
上
、
災
害
時

の
情
報
伝
達
手
段
の
一
助
と
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
富
士
見
テ

ラ
ス
周
辺
や
各
地
域
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
な
ど
か
ら
、
利
用

料
・
通
信
料
が
無
料
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
公
衆
無
線

東
部
の
各
地
域
セ
ン
タ
ー
▼
協
力

店
舗
＝Konhair&makeatelier

（
前
沢
４
ノ　
ノ
１
、
第
２
榎
本

３２

ビ
ル
１
０
３
号
）
▼HAIR

SAL
ON
laGlycine

（
新
川
町
１
ノ
４

ノ　
、
セ
ザ
ー
ル
東
久
留
米
駅
前

２３
１
１
１
号
）

　
※
同
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
可
能
場

所
に
は
下
図
の
よ
う
な
マ
ー
ク
を

表
示
し
て
い
ま
す
。

　
【
利
用
方
法
】ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
の
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
を
有
効
に
し

て
、
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
を
選
択
す
る
と
、

１
回
に
つ
き　
分
ま
で
１
日
何
回

６０

で
も
利
用
で
き
ま
す
。
利
用
に
は

電
子
メ
ー

ル
ア
ド
レ

ス
な
ど
の

入
力
が
必

要
で
す

　
協
力
店

舗
も
募
集

し
て
い
ま

す
。
詳
細

は
産
業
政

策
課
振
興

企
画
係
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。
　
詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
０
・
７

７
４
３
へ
。

秋の全国交通安全運動ポスター

　
江
戸
時
代
、
東
久
留
米
の
ほ
と

ん
ど
は
幕
府
の
直
轄
地
と
旗
本
の

知
行
地
で
し
た
。
江
戸
に
続
く
街

道
、
遺
跡
群
、
雑
木
林
、
屋
敷
林

な
ど
武
蔵
野
の
風
景
を
残
す
小
山

台
地
を
楽
し
み
な
が
ら
散
策
し
ま

す
。
　
企
画
運
営
に
携
わ
る
ス
タ
ッ
フ

も
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
主
催
は
市
教
育
委
員
会
、
主
管

は
市
文
化
協
会
、
企
画
・
運
営
は

東
久
留
米
の
び
の
び
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
研
究
会
。

　
【
日
時
】　

月　
日
（
土
）
午
後

１０

２７

１
時
～
４
時
（
小
雨
決
行
。
荒
天

の
場
合
は　
日
）

２８

　
【
場
所
】東
久
留
米
駅
西
口
階
段

下
集
合
（
解
散
は
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
）

　
【
対
象
】
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
（
未
就
学
児
は
保
護
者
同

伴
）
　
【
定
員
】
先
着　
人
２０

　
【
参
加
費
】１
０
０
円（
保
険
代

な
ど
）

　
【
持
ち
物
】
飲
み
物
、
雨
具

　
【
そ
の
他
】歩
き
や
す
い
服
装
で

お
越
し
く
だ
さ
い

　
申
し
込
み
は
９
月　
日
（
火
）

１８

か
ら
電
話
ま
た
は
講
座
名・住
所・

氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

フ
ァ
ク
ス
で
市
文
化
協
会
☎
４
７

７
・
４
７
０
０
（
フ
ァ
ク
ス
同
）

宛
て
送
信
を
。

　
詳
し
く
は
同
協
会
事
務
局
（
第

４
月
曜
日
〈
９
月
は
第
４
月
曜
日

と
火
曜
日
〉
を
除
く
平
日
の
午
前

９
時
～
午
後
５
時
）
へ
。

▶
「
主
屋
」

▼

「
薬
医
門
」

↑
№　
　
樹
種
＝
ケ
ヤ
キ
▼
場

２３

所
＝
第
二
小
学
校
体
育
館
前
▼

選
定
理
由
＝
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト

ル
・
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
号
に
積

ま
れ
た
種
子
か
ら
発
芽
し
た
ケ

ヤ
キ

↑
№　
　
樹
種
＝
ケ
ヤ
キ
▼
場

２４

所
＝
西
中
学
校
正
門
正
面
▼
選

定
理
由
＝
西
中
学
校
の
校
章
に

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
木
。
日
本
の

代
表
的
な
広
葉
樹

秋
季
特
別
見
学
会
の
ご
案
内

国
の
登
録
有
形
文
化
財

「
村
野
家
住
宅
」

秋
の
野
草
を
観
察
し
ま
せ
ん

秋
の
野
草
を
観
察
し
ま
せ
ん
かか

～
季
節
の
野
草
の
違
い
を
紹
介
し
ま
す

～
季
節
の
野
草
の
違
い
を
紹
介
し
ま
す
～～

～
世
界
一
の
交
通
安
全
都
市
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
を
目
指
し
て
～

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

９
月　

日（
金
）～　

日（
日
）

２１

３０

「
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

市
民
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ（ 
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ 
）

ワ
イ
フ
ァ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

誰
も
が
楽
し
め
る
散
歩
コ
ー
ス（
小
山
コ
ー
ス
）

～
小
山
台
地
の
今
と
昔
め
ぐ
り
～

「
ト
ン
ボ
の
講
習
会
・
観
察
会

「
ト
ン
ボ
の
講
習
会
・
観
察
会
」」

を
開
催
し
ま

を
開
催
し
ま
すす

第
４
回
「
終
活
セ
ミ
ナ
ー

第
４
回
「
終
活
セ
ミ
ナ
ー
」」

（
全
６
回
シ
リ
ー
ズ
）

「
江
戸
・
T
O
K
Y
O

技
と
テ
ク
ノ

「
江
戸
・
T
O
K
Y
O　

技
と
テ
ク
ノ
のの

融
合
展
2
0
1
8
」
を
開
催
し
ま

融
合
展
2
0
1
8
」
を
開
催
し
ま
すす

　
市
で
は
、
個
人
の
住
宅
や
管
理

者
が
い
る
集
合
住
宅
な
ど
、
民
有

地
に
で
き
た
ハ
チ
の
巣
の
駆
除
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ハ
チ
は
、
特

に
手
入
れ
不
足
の
庭
木
な
ど
に
多

く
巣
づ
く
り
を
し
ま
す
の
で
、
十

分
に
手
入
れ
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
▼
ハ
チ
の
巣
を
取
り
除
く
と
き

＝
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
は
攻
撃
性
が
少

な
い
の
で
、
薬
局
な
ど
で
ハ
チ
専

用
の
駆
除
ス
プ
レ
ー
を
購
入
し
、

駆
除
が
可
能
で
す
。
ス
ズ
メ
バ
チ

は
凶
暴
で
攻
撃
性
が
強
い
た
め
、

専
門
の
駆
除
業
者
へ
の
依
頼
を
お

勧
め
し
ま
す　
▼
駆
除
業
者
の
紹

介
＝
市
と
協
定
を
結
ん
だ
市
内
の

駆
除
業
者
を
紹
介
し
ま
す

　
【
ご
注
意
】駆
除
費
用
は
自
己
負

担
で
す
。
依
頼
す
る
場
合
は
、
複

数
の
業
者
か
ら
見
積
も
り
を
取
り
、

検
討
し
て
く
だ
さ
い

　
詳
し
く
は
環
境
政
策
課
☎
４
７

０
・
７
７
５
３
へ
。

民
有
地

民
有
地
のの　
ハ
チ
ハ
チ　
対
策
対
策

「
発
見
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
東
久
留
米
」事
業

「
発
見 
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ 
東
久
留
米
」事
業
にに

ウ
オ
ー
ク
ウ
オ
ー
ク

ご
協
力
い
た
だ
け
る
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

ご
協
力
い
た
だ
け
る
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
をを

募
集
し
ま

募
集
し
ま
すす

と
で
、
楽
し
み
な
が
ら
地
域
の
つ

な
が
り
を
強
め
、
参
加
者
の
日
常

活
動
量
を
増
や
し
健
康
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
で
、
夢
と
希
望
の
持

て
る
元
気
な
ま
ち
「
東
久
留
米
」

を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も

の
で
す
。

　
対
象
イ
ベ
ン
ト
に
認
定
さ
れ
る

　
市
で
は
、
多
く
の
方
に
地
域
の

活
動
団
体
な
ど
が
実
施
す
る
イ
ベ

ン
ト
（
観
光
、
地
域
の
ま
つ
り
、

ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
）
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
た
め
、

「
発
見
Ｗ
Ａ
Ｌ

Ｋ　
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ

東
久
留
米
」
を

実
施
し
て
い
ま

す
。
　
こ
の
事
業
は

地
域
の
イ
ベ
ン

ト
を
Ｐ
Ｒ
し
、

参
加
を
促
す
こ

と
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
地
域
の

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
が
携
わ
る

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、
広

く
周
知
を
希
望
す
る
場
合
は
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
は
産
業
政
策
課
（
市

役
所
６
階
）、健
康
課（
わ
く
わ
く

健
康
プ
ラ
ザ
内
）、
市
ホ
ー
ム

http://www.city.hi

ペ
ー
ジ
（                   

gashikurum
e.lg.jp/10073

          
             3  

7/1009157.htm
l

             
 
）
ま
た
は
左

上
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
取
得
で
き
る

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

団
体
の
役
員
名
簿
、
団
体
の
会
則
、

イ
ベ
ン
ト
の
計
画
書
な
ど
事
業
の

概
要
が
把
握
で
き
る
書
類
を
添
付

し
て
、
産
業
政
策
課
へ
直
接
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
同
課
振
興
企
画
係
☎

４
７
０
・
７
７
４
３
へ
。

　
人
生
終
末
の
準
備
は
、
今
や
縁

起
の
悪
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

不
安
を
取
り
除
き
、
安
心
し
て
終

末
を
迎
え
る
準
備
を
す
る
た
め
の

知
り
た
い
情
報
を
プ
ロ
か
ら
学
び

ま
し
ょ
う
。

　
【
日
時
】
①　
月　
日
（
金
）
②

１０

１９

　
日
（
木
）
の
い
ず
れ
も
午
前　

２５

１０

時
～　
時
半

１１

　
【
会
場
】
①
が
西
部
地
域
セ
ン

タ
ー
第
２
・
第
３
講
習
室
②
が
東

部
地
域
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　
【
内
容
】「
失
敗
し
な
い
相
続
手

続
き
の
進
め
方
・
揉
め
な
い
相
続

の
勘
ど
こ
ろ
」

　
※
①
・
②
の
い
ず
れ
も
同
じ
内

容
で
す
。

　
【
定
員
】①
が
先
着　
人
②
が
先

５４

着　
人
４８
　
【
講
師
】税
理
士
法
人
レ
ガ
シ
ー

の
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

ナ
ー
　
【
参
加
費
】
２
０
０
円

　
 
申
し
込
み
は
９
月　
日
（
土
）

１５

午
前
９
時
か
ら
西
部
・
東
部
の
各

地
域
セ
ン
タ
ー
へ
。

　
詳
し
く
は
西
部
地
域
セ
ン
タ
ー

☎
４
７
１
・
７
２
１
０
ま
た
は
東

部
地
域
セ
ン
タ
ー
☎
４
７
０
・
８

０
２
０
へ
。

　
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の

事
業
拡
大
・
発
展
に
貢
献
す
る
た

め
、　

回
目
と
な
る
ビ
ジ
ネ
ス

1２

フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
出
会

い
の
場
と
し
て
、
ま
た
新
技
術
や

新
商
品
の
Ｐ
Ｒ
や
ビ
ジ
ネ
ス
交
流

の
場
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
【
日
時
】　

月
２
日
（
火
）
午
前

１０

　
時
～
午
後
５
時

１０

　
【
会
場
】東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

ホ
ー
ル
Ｅ
（
千
代
田
区
丸
の
内
３

ノ
５
ノ
１
）

　
【
内
容
】
中
小
企
業
２
８
５
社
、

支
援
機
関
・
団
体
な
ど
に
よ
る

ブ
ー
ス
展
示
▼
著
名
講
師
陣
に
よ

る
講
演
会
▽
第
１
部
＝
作
家 
の 

林
真
理
子 
氏
▽
第
２
部
＝
評
論

家
の
山
田
五
郎 
氏
▼
出
展
者
に

よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　
【
参
加
費
】
無
料

　
詳
し
く
は
東
京
信
用
保
証
協
会

http://www.

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（            

cgc-tokyo.or.jp

               
）ま
た
は
同
協

会
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会

事
務
局
☎
０
３
・
３
２
７
２
・
２

０
７
０
へ
。

　
ど
う
す
れ
ば
東
久
留
米
を
も
っ

と
素
敵
な
ま
ち
に
で
き
る
と
思
い

ま
す
か
。　

代
～　
代
の
女
性
た

２０

３０

ち
の
声
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

で
注
目
さ
れ
て
い
る
「
と
し
ま
Ｆ

１
会
議
」（
豊
島
区
）の
座
長
を
務

め
た
講
師
と「
東
久
留
米
の
未
来
」

を
描
き
ま
す
。「
ワ
ー
ル
ド
・
カ

フ
ェ
」
の
手
法
を
通
じ
て
対
話
の

輪
を
広
げ
な
が
ら
、
新
し
い
発
想
、

仕
組
み
を
生
み
出
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　
企
画
運
営
は
、
こ
れ
か
ら
も
住

み
続
け
た
い
東
久
留
米
を
つ
く
る

会 
。

　
【
日
時
】　

月　
日
（
土
）
午
後

１０

２０

２
時
～
４
時

　
【
場
所
】市
役
所
７
階
７
０
４
会

議
室
　
【
対
象
】
女
性

　
【
定
員
】　

人
（
要
予
約
）

３０

　
【
講
師
】と
し
ま
Ｆ
１
会
議
座
長

で
立
教
大
学
大
学
院
教
授
の
萩
原

な
つ
子
氏

　
【
費
用
】
無
料

　
【
そ
の
他
】２
歳
以
上
の
未
就
学

児
の
保
育
あ
り
。
定
員
５
人
。　
１０

月
５
日
（
金
）
ま
で
に
要
予
約

　
申
し
込
み
と
詳
し
く
は
９
月　
１８

日
（
火
）
か
ら
、
電
話
（
４
７
２・

０
０
６
１
）、
電
子
メ
ー
ル（fifty

      

2@
city.higashikurum

e.lg

  
                 
    .  

j  p  
）ま
た
は
直
接
男
女
平
等
推
進

セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
２
階
、
平
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時
）
へ
。

　
市
で
は
、
８
月
～　
月
の
期
間
、

１０

４
種
の
生
き
物
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
調
査
中
の
生
き
物
の
う
ち
、

３
種
が
ト
ン
ボ
の
仲
間
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
今
回
は
ト
ン
ボ
の
見
分

け
方
や
生
態
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
る
た
め
の
講
習
会
・
観
察
会
を

開
催
し
ま
す
。
秋
を
迎
え
ト
ン
ボ

の
姿
が
見
ら
れ
る
季
節
で
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
主
催
は
東
久
留
米
市
市
民
環
境

会
議
水
と
み
ど
り
部
会
。

　
【
日
時
】９
月　
日
（
日
）
午
前

３０

　
時
～
正
午

１０
　
【
場
所
】生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
第

４
学
習
室
、
落
合
川
・
南
沢
水
辺

公
園
な
ど

　
【
定
員
】先
着　
人
２０

　
【
講
師
】中
央
大
学
理
工
学
部
人

間
総
合
理
工
学
科
保
全
生
態
学
研

究
室
の
須
田
真
一
氏

　
【
参
加
費
】無
料

　
申
し
込
み
は
９
月　
日
（
土
）

１５

～　
日
（
木
）
に
、
は
が
き
に
氏

２７
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
記
入
の

上
、
〒
２
０
３
儿
８
５
５
５
、
市

役
所
環
境
政
策
課
緑
と
公
園
係
宛

て
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
（
４
７
０
・

７
８
０
９
）
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

kankyoseisaku@
city.hig

（              
         

ashikurum
e.lg.jp

         
       
）
で
送
信
を
。

　
詳
し
く
は
同
係
☎
４
７
０
・
７

７
５
３
へ
。

会
員
募
集

　
◆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
東
久
留
米

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
）　
毎
週
火
曜
日

午
後
３
時
～
６
時
他
、
南
町
運
動

広
場
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、

会
費
年
８
０
０
０
円
。
年
齢
・
経

験
不
問
。
明
る
く
楽
し
く
前
向
き

に
、
和
気
あ
い
あ
い
一
緒
に
や
り

ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
前
原
☎
４

７
２
・
６
４
８
８
へ
。

　
◆
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
ク
を

楽
し
む
会　
毎
週
水
曜
日
と
第

２
・
第
４
土
曜
日
の
午
前
９
時　
４５

分
～　
時
半
他
、
落
合
川
周
辺
で
。

１１
参
加
費
１
回
５
０
０
円
、
レ
ン
タ

ル
ポ
ー
ル
代
５
０
０
円
。
初
心
者

歓
迎
。
J
N
W
A
公
認
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
が
基
本
か
ら
指
導
。
詳

し
く
は
長
浜
☎
０
９
０
・
５
２
０

４
・
３
１
９
０
へ
。

　
◆
東
久
留
米
自
然
ふ
れ
あ
い
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア　
第
１
・
第
３
金
曜

日
と
第
２
・
第
４
土
曜
日
の
午
前

９
時
～
午
後
３
時
他
、
市
内
の
緑

地
保
全
地
域
な
ど
の
雑
木
林
で
。

会
費
年
１
０
０
０
円
、
保
険
代
３

０
０
円
他
。
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
詳
細
は
「
く
る
く
る

チ
ャ
ン
ネ
ル
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
豊
福

☎
４
７
５
・
７
６
４
３
へ
。

　
◆
初
心
者
の
美
文
字
書
道
会　

第
２
・
第
４
水
曜
日
の
午
後
１
時

～
３
時
、
西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。

入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費
月
１

５
０
０
円
（　
歳
以
上
は
１
０
０

７０

０
円
）。
感
性
豊
か
な
書
や
芸
術

性
の
書
は
時
間
が
必
要
。
そ
れ
よ

り
も
す
ぐ
役
立
つ
書
。
詳
し
く
高

橋
☎
４
７
４
・
７
５
５
３
へ
。

　
◆
社
交
ダ
ン
ス（
泉
の
会
）　
毎

週
水
曜
日
午
後
６
時
半
～
８
時
半
、

市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
他
で
。
入
会

金
２
０
０
０
円
、
会
費
月
５
０
０

０
円
。
中
級
以
上
の
カ
ッ
プ
ル
募

集
。
美
し
い
最
新
フ
ィ
ガ
ー
を
練

習
し
ま
す
。
詳
し
く
は
小
山
☎
４

７
４
・
３
１
５
２
へ
。

催

し

　
◆
東
久
留
米
市
歌
謡
孔
雀
会　
３０

周
年
記
念
発
表
会
（
東
久
留
米
市

歌
謡
孔
雀
会
）　　
月
７
日
（
日
）

１０

午
前　
時
開
演
（
９
時
半
開
場
）

１０
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
。

入
場
料
無
料
。
年
齢
制
限
や
熟
練

度
な
ど
特
段
な
し
。
会
場
内
は
飲

食
禁
止
。
詳
し
く
は 
八
島 
☎
４
７

や
し
ま

３
・
８
５
１
７
へ
。

　
◆ 
Ｈ
Ａ
Ｓ 
バ
ザ
ー
（
ホ
ー
ム
・

ハ
ス

ア
ニ
マ
ル・ソ
サ
エ
テ
ィ
）　
９
月

　
日
（
祝
）
午
前　
時
～
午
後
３

２３

１０

時
、
平
屋
の
一
軒
家
（
金
山
町
１

ノ
６
ノ　
）
で
。
雨
天
の
場
合
は

１５

９
月　
日
に
延
期
。
収
益
は
動
物

３０
の
保
護
・
医
療
費
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
詳
し
く
は 
浅
木 
☎

あ
さ
ぎ

４
６
２
・
８
６
０
６
へ
。

　
◆
ジ
ョ
ン
・
チ
ャ
ヌ
愛
の
コ
ン

サ
ー
ト（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）（
東
久

留
米
愛
の
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会
）　
９
月　
日（
土
）午
後
２
時

２９

開
演（
１
時
半
開
場
）、成
美
教
育

文
化
会
館
で
。
入
場
料
３
０
０
０

円（
学
生
は
１
０
０
０
円
）。
未
就

学
児
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
車
い

す
席
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事
前

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は

 
白
沢 
☎
０
９
０
・
２
６
４
７
・
３

し
ら
さ
わ

１
２
１
へ
。

　
◆
松
が
丘
カ
フ
ェ
「
み
よ
し
さ

ん
ち
」（
松
が
丘
見
守
り
隊
）　
第

２
・
第
４
金
曜
日
の
午
後
１
時
半

～
４
時
、
民
家
（
浅
間
町
３
ノ
４

ノ
６
）
で
。
参
加
費
３
０
０
円
。

認
知
症
の
本
人
や
介
護
を
し
て
い

る
家
族
を
中
心
に
市
民
ど
な
た
で

も
。
詳
し
く
は
坂
本
☎
０
９
０
・

６
５
２
２
・
０
７
４
５
へ
。

　
◆ 
吉  
岡  
駿 
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

よ
し 
お
か 
は
や
き

（
同
実
行
委
員
会
）　　
月　
日

１０

１３

（
土
）
午
後
１
時
開
演
、
成
美
教

育
文
化
会
館
ホ
ー
ル
で
。
入
場
料

無
料
。
小
さ
な
お
子
さ
ん
連
れ
、

障
害
を
お
持
ち
の
方
の
入
場
、
歓

迎
し
ま
す
。
詳
し
く
は
上
田
☎
０

８
０
・
１
１
９
５
・
９
８
２
９
へ
。

　
◆
レ
ッ
ツ
主
催
秋
の
社
交
ダ
ン

ス
パ
ー
テ
ィ
ー（
レ
ッ
ツ
）　　
月
１０

７
日
（
日
）
午
後
１
時
半
～
４
時
、

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
。
参
加
費

１
０
０
０
円
（
当
日
券
は
１
２
０

０
円
）。
岩
間・小
野
崎
組
の
素
敵

な
プ
ロ
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
。

ア
テ
ン
ダ
ン
ト
あ
り
。
詳
し
く
は

山
口
☎
０
７
０
・
６
９
８
２
・
３

６
３
６
へ
。

　
◆
こ
ぶ
し
祭
り
（
ラ
イ
フ
パ
ー

ト
ナ
ー
こ
ぶ
し
）　　

月　

日

１０

２０

（
土
）
午
前　
時
半
～
午
後
３
時
、

１０

ラ
イ
フ
パ
ー
ト
ナ
ー
こ
ぶ
し
（
氷

川
台
二
丁
目
）
で
。
参
加
費
無
料
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
中
。
あ
な

た
の
笑
顔
で
み
ん
な
も
笑
顔
に
な

る
。
詳
し
く
は
矢
部
☎
４
７
０
・

２
３
８
５
へ
。

　
◆
さ
わ
や
か
な
秋
の
吹
奏
楽　
in

東
久
留
米
（
慶
應
義
塾
東
久
留
米

三
田
会
）　
９
月　
日（
土
）午
後

２９

２
時
開
演（
１
時
半
開
場
）、生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
で
。
入
場
料
１
０

０
０
円
。
慶
應
義
塾
大
学
ウ
イ
ン

ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
出
演
。
曲
目
は

「
三
日
月
の
舞
」
他
。
詳
し
く
は

佐
武
☎
４
７
５
・
０
４
０
９
へ
。

　
◆
第
５
回
秋
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
～
室
内
楽
の
ひ
と
と
き
～
（
東

久
留
米
交
響
楽
団
）　　
月
８
日

１０

（
祝
）
午
後
２
時
開
演
、
市
役
所

１
階
屋
内
ひ
ろ
ば
で
。
入
場
料
無

料
。
秋
の
午
後
の
ひ
と
と
き
を
室

内
楽
の
演
奏
と
と
も
に
過
ご
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
山
本
☎

４
５
７
・
０
２
１
３
へ
。

「発見WALK
WALK東久留米」
地域のイベント
募集ページの
QRコード

↑
№　
　
樹
種
＝
グ
レ
ー
プ
フ

２１

ル
ー
ツ
▼
場
所
＝
野
火
止
用
水

沿
い
の
民
家
▼
選
定
理
由
＝
食

べ
終
わ
っ
た
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー

ツ
の
種
か
ら
、
見
事
に
成
長
し

た
木

↑
№　
　
樹
種
＝
ク
ロ
ガ
ネ
モ

２２

チ
▼
場
所
＝
都
営
野
火
止
二
丁

目
ア
パ
ー
ト
児
童
公
園
内
▼
選

定
理
由
＝
秋
に
つ
け
る
赤
い
実

が
、
実
に
楽
し
い

　
東
久
留
米
市
市
民
環
境
会
議

水
と
み
ど
り
部
会
で
は
、
市
民

公
募
に
よ
る
「
東
久
留
米
の
名

木
百
選
」
を
選
定
し
ま
し
た
。

選
定
さ
れ
た
１
０
０
本
の
名
木

は
、
広
報
紙
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
順
番
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
環
境
政
策
課
☎
４

７
０
・
７
７
５
３
へ
。

東久留米の名東久留米の名木木
百選紹百選紹介介
№№２１～№２２１～№２４４

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
事
業

市
民
企
画
講
座

こ
の
ま
ち
を
も
っ
と
好
き
に
な
る

～「
私
」が
変
わ
る
と「
暮
ら
し
」が
変
わ
る
～


